
数字で見る 静岡大学基礎データ

組 織 規 模

教 職 員 数

学 生 数

国 際 交 流

予算・施設

7学部 1学環

8,447人

15,215百万円

5研究科 1研究院

1,599人

288,952 m2

2研究所

49校

4,104,424 m2

学部数

学部学生

外国人留学生

予算

大学院数 

大学院学生

海外留学者（令和4年度）

建物面積

研究所数

役員 教員 職員全体

海外大学との提携数

土地面積

63校
[ 海外大学間協定数 ]

（28ヵ国／地域）

[ 男性 ]

68％
[ 女性 ]

32％

[ 男性 ]

78％
[ 女性 ]

22％

[ 海外大学部局間協定数 ]
（21ヵ国／地域）

（収入・支出） ※地上権、借地含む

令和5年5月1日現在

●人文社会科学部
●教育学部
●情報学部
●理学部
●工学部
●農学部
●�グローバル共創科学部

●人文社会科学研究科
●教育学研究科
●総合科学技術研究科
●光医工学研究科
●創造科学技術大学院
●山岳流域研究院

●電子工学研究所
●グリーン科学技術研究所

●地域創造学環

静岡大学未来創成基金

静岡大学未来創成基金は、学生支援、研究・教育活動、国際交流の充実、及び環境整備を支援するために設置されました。

平成24年度から卒業生や地域の皆様より多大なご支援を賜り、本学の幅広い活動に活用させていただいております。

（令和4年4月1日～令和5年3月31日）

令和4年度の
ご報告

大学運営全般 学術研究支援、国際交流事業、キャンパス整備、ウクライナ学生支援等の大学運営全般に広く活用します。

修学支援事業 【税額控除対象】経済的理由により修学に困難がある学生等に対する支援をします。

学生奨学支援 優秀学生に対する奨学金等の援助、課外活動への支援、その他学生支援に必要な事業を支援します。

研究等支援事業 【税額控除対象】 学生やポスドク等の若手研究者を支援します。

特定基金事業 特定の使途目的を定め、期間を限定し募集をしている事業です。

未来創成基金は4つの寄附目的と特定基金から選択してご寄附いただけます。
未来創成基金
ウェブサイト▼

静岡大学未来創成基金による主な事業

ウクライナ協定校の学生受入れ支援
ロシア軍のウクライナ侵攻に伴い、学業や研究活動を継続することが困難な学生を交換留学生として受入れ、その生活支援を
行っています。令和5年12月現在、2名の学生が本学で学んでいます。

学長表彰副賞
学術研究や課外活動において特に顕著な業績を上げた学生に授与されます。令和4年度は、個人8名が受賞し、副賞として
奨励金が贈呈されました。

学生応援！100円夕食プロジェクト
物価高騰の影響を受けている静大生に、安価で学食の夕食メニューを、令和5年1月30日から2月3日の5日間で1700食提供
しました。元気に学生生活を送ってほしい、また、開催時期に実施する後学期試験も頑張ってほしい、という想いを込めた
学生応援プロジェクトです。

336人790人8 人1,126人

410人 22人

寄附受入件数 836件 ／ 寄附受入総額 195,615,284円[ 寄附受入額 ]

支出合計 　　44,894,893円[ 支 出 報 告 ]

47 48INTEGRATED REPORT 2023  SHIZUOKA UNIVERSITY INTEGRATED REPORT 2023  SHIZUOKA UNIVERSITY


